
【安全・安心な教育の推進】
①令和６年度末の校内調査において、新たに不登校に
なる児童の割合を前年度より減少させる。

【未来を切り拓く学力・体力の向上】
①小学校学力経年調査における国語および算数の平
均正答率の対全国比６割以下の児童を、同一母集
団において経年的に比較し、いずれの学年も前年度
より1人以上減少させる。
②漢字検定（３年生以上）の合格率を８０パーセント
以上にする。

　国語の平均正答率が全国平均を0.8ポイント、大阪市平均を1.0ポイント上回った。算数では全国平均を3.5ポイ
ント、大阪市平均を4.0ポイント上回っていた。領域別でみてみると、国語では「言葉の特徴や使い方に関する事項」
および「情報の扱い方に関する事項で大阪市・全国平均を上回った。一方、「話すこと・聞くこと」は全国平均を2.4ポ
イント、大阪市平均2.2ポイント下回った。また「読むこと」については全国平均、大阪市平均を下回り、「書くこと」に
ついては全国平均を下回る結果となった。
　算数は全ての領域で大阪市・全国平均を上回った。

　男子はすべての種目において全国平均および大阪市平均を下回っていた。大阪市平均を３ポイント以上下回ってい
た種目は、前回同様に長座体前屈、反復横跳び、２０ｍシャトルランの3種目であった。体力合計点は、大阪市平均は
昨年７ポイント下回っていたが、今回の調査では5ポイントになった。
　女子もすべての種目において全国平均および大阪市平均を下回っていた。大阪市平均を３ポイント以上下回ってい
た種目は、長座体前屈、反復横跳び、２０ｍシャトルランの３種目になり、昨年の４種目からは改善することができた。 
体力合計点は、大阪市平均を7ポイント下回っていた。
　児童質問紙への回答を見てみると「運動やスポーツはすき・やや好き」と回答したのは男子96％、女子72％であっ
た。また、１週間の総運動時間が６０分未満の児童の割合は男子で16.2％、女子で17.6％という結果になった。

【学びを支える教育環境の充実】
①授業日において、児童の８割以上が学習者用端末を活
用した日数が、年間授業日の５０％以上にする。〔ただ
し、事務局が定める学校行事等ＩＣＴ活用が適さない日
数を除く〕
②第２期「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げ
る教員の勤務時間の上限に関する基準１(時間外勤務
時間が月45時間以内、1年間の時間外勤務時間が360
時間以下)を満たす教職員の割合を５０％以上にする。

● 令和5年度調査結果の概要
● 取組みの成果と課題、アクションプラン

● 令和5年度調査結果の概要
● 自校の取組みの成果と課題、アクションプラン

※本校は調査対象学年が単学級であるため、大阪市教育委員会の方針
に基づき、平均正答率及び平均値の結果は公表していません。

※本校は調査対象学年が単学級であるため、大阪市教育委員会の方針
に基づき、平均正答率及び平均値の結果は公表していません。

　難波元町小学校は昭和60年、元の難波小学校（創立1874年）と元町小学校（創立1906年）
がそれぞれのPTA、地域の熱い思いの中で、「子どもたちの幸せを第一に」を合い言葉に大阪市
で初めて統合され創立（1985年）された小学校です。
　難波元町小学校では、創立当初より、だれもがいろいろなことを体験できる場所や機会をつく
り、何事にも自分から挑戦しようとする子どもたちを育ててきました。
　これからも学校とPTA・地域の方々が力をあわせ、子どもたちを大切にし、よき伝統をさらに良
いものにしていき、10年先を見越した教育をみんなで考えていきたいと思います。



　本校では毎朝班別に集団登校を行っています。上級生が
リーダーとなって安全に気をつけて登校しています。学校まで
一緒に来てくださっている保護者の方もいます。ＰＴＡでは登
下校時に旗を持って様子を見守る活動をしています。地域で
は、民生委員や更生保護女性会の方々が月１回登校や下校の
見守りをしてくださっています。


